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『忠実なよい僕だ。よくやった。・・・主人と一緒に喜んでくれ』（マタイ 25:21） 

司祭 フランシス 下 条
しもじょう

 裕
ひろ

章
あき

 わたしたちの生活は数限りのない選択の上に

成り立っています。今わたしは人生の分かれ道に

あると感じるようなことに遭遇することもあり

ますが、決断のほとんどはたぶん、日常の寝起

き・生活の中にある小さなものです。その積み重

ねがその人の人生を描いてゆきます。今日もまた、

わたしたちの前に人生の分かれ道があり、些細な

そして大切な決断を迫られていま

す。わたしたちの自由は選択の中に

あります。「命を選べ」（申命記 30:19）

とおっしゃる神の前で、一つひとつ

の決断は、信仰の告白また表現であ

り、信仰者の生きざまを形づくって

ゆくものとなります。あるいは信仰

とは選択であると断言することも

できるかもしれません。 

 イエスが天の国を話された「『タ

ラントン』のたとえ」はよく知られ

ています。新約聖書・マタイによる福音書では、

旅行に出かけるとき、僕（しもべ）たちを呼んで、

主人がその財産を分けて預けたと記されていま

す。それぞれの力に応じて、あるいは５タラント

ン、２タラントン、そして１タラントンと。１タ

ラントンは６千日分の賃金に該当する金額だそ

うです。僕たちはそれをもって出かけてゆきます。 

 やがてかなりの時が過ぎ、主人が戻ってきて精

算の時が来ます。５タラントン、２タラントン預

けられた者は商売をして多くの利益を手にして

いました。そして「ところで、１タラントン預か

った者も進み出て言った。『ご主人様、あなたは

蒔かないところから刈り取り、散らさないところ

からかき集められる厳しい方だと知っていまし

たので、恐ろしくなり、出かけて行って、あなた

のタラントンを地の中に隠しておきました。ご覧

ください。これがあなたのお金です。』主人は答

えた『怠け者の悪い僕だ。わたしが蒔かない所か

ら刈り取り、散らさない所からかき集めることを

知っていたのか。それなら…』（マタイ 25:24～）

と、この僕から全ては取り上げられ、追い出され

てしまうと話は結ばれます。 

 これまでわたしは、何人かの方から、この天の

国のたとえには納得がゆかないとお尋ねをいた

だいてきました。いわく、「商売をし

て、あるいは持ち逃げされて損をして

いたらどうするのか。」「地に埋めるの

は当時の最も安全は保管方法の一つ

と聞いている。それがどうして追い出

されるほどのことになるのか。」など

など。 

 １タラントン預かった僕は、主人を

「蒔かないところから刈り取り、散ら

さないところからかき集められる厳

しい方だと知っていました。」と言い、

主人もこれを否定していません。だとしたら理由

は、「恐ろしくなり、出かけて行って、あなたの

タラントンを地の中に隠しておきました」のとこ

ろにあるのでしょうか。おそらくそうだろうと思

います。  

 この主人 ―天の国のたとえですからきっと神

を指しているのでしょう― は、僕の言葉の通り

であれば「種を蒔かない所からも収穫を得、畑を

広げてもいない所から実りを集めることができ

る方」です。だとすれば、預けられたものを種と

し、畑として用いたときには、それが、蒔かれた

ものの何倍もの実りをもたらさないはずはない

のです。主人をただ恐ろしいものとしか感じ得な

い関わりのあり方、また預けられた物を委ね用い

ることを惜しんだところに、この僕の残念な結末

の理由を見つけることができるかもしれません。 
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桜
咲
く
四
月
、
新
入
社
員
、
新
入
学
生

と
、
世
の
中
で
は
明
る
く
新
し
い
気
風
漂

う
頃
、
皆
さ
ん
ど
ん
な

途
を
選
び
希
望
を
持
っ

て
進
ん
で
行
く
の
で
し

ょ
う
か
。 

私
は
他
で
も
あ
り
ま

せ
ん
、
イ
エ
ス
さ
ま
と

出
会
い
五
十
数
年
キ
リ

ス
ト
教
の
教
え
に
遭
っ

て
心
緩
む
こ
と
な
く
、

日
日
無
事
過
ご
せ
て
い

る
こ
と
が
、
何
よ
り
あ

り
が
た
い
径
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

唯
、
近
頃
あ
ま
り
の
速
さ
で
、
世
の
中

が
移
り
過
ぎ
て
い
く
事
が
多
く
理
解
で
き

ず
戸
惑
い
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

先
の
見
え
な
い
明
日
へ
の
径
を
不
安
を

重
ね
な
が
ら
も
、
明
る
く
、
あ
せ
ら
ず
、

あ
わ
て
ず
、
あ
き
ら
め
な
い
姿
勢
で
教
会

生
活
を
大
切
に
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
主
の
平
和 

     

道 

ル
カ 

八
木 

一
明 

 
 
 

 

若
い
頃
、
よ
く
山
に
登
っ
た
。
当
時
は

戦
後
ま
も
な
く
で
、
登
山
を
す
る
人
も
少

な
く
、
一
日
人
に
会
う
こ
と
の
な
い
山
歩

き
で
あ
っ
た
。
今
で
い
う
登
山
道
な
ど
な

く
、
微
か
に
わ
か
る
踏
み
跡
を
頼
り
に
目

的
地
で
あ
る
頂
上
を
目
指
し
た
も
の
で
あ

る
。 途

中
で

獣

道

に
迷
い
込
む
こ

と
も
何
度
か
あ

っ
た
。
頼
り
に
な

る
の
は
、
地
図
と

方
角
を
知
る
た

め
の
磁
石
だ
け
。

そ
れ
に
、
天
気
の

変
化
を
読
む
知

識
。
ま
っ
た
く
自
分
だ
け
が
頼
り
で
あ
っ

た
。 今

は
、
誰
も
が
安
全
・
簡
単
に
登
山
を

楽
し
め
る
よ
う
に
と
、
登
山
道
が
完
備
さ

れ
、
危
険
な
場
所
に
は
梯
子
・
鎖
等
が
付

い
て
お
り
、
道
標
も
完
備
さ
れ
て
い
る
。 

私
に
は
こ
ん
な
過
保
護
な
登
山
は
つ
ま

ら
な
い
。
自
己
責
任
と
判
断
で
目
的
に
向

か
う
の
が
道
で
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
作

ら
れ
た
道
を
楽
に
行
く
の
は
、
か
え
っ
て

危
険
な
行
為
だ
と
考
え
る
の
は
天
邪
鬼
な

こ
と
だ
ろ
う
か
。 

芸
道
や
武
道
な
ど
道
と
つ
く
習
い
事
・

趣
味
は
数
多
く
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
頂
上

に
達
す
る
に
は
多
く
の
苦
労
と
努
力
を
要

す
る
も
の
で
あ
る
。
楽
な

道
を
行
く
こ
と
は
挫
折

の
道
を
行
く
こ
と
と
思

う
。
勝
手
な
こ
と
を
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

  

２
０
１
７
年
度
堅
信
受
領
者
総
会 

ミ
カ
エ
ル 

伊
藤 

憲
治 

 

二
月
五
日
、
今
年
度
の
「
堅
信
受
領
者

総
会
」
が
礼
拝
に
引
き
続
き
礼
拝
堂
・
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
下
条
司
祭
よ
り

２
０
１
６
年
度
振
り
返
り
、
２
０
１
７
年

度
展
望
が
報
告
さ
れ
、「
祈
り
・
働
け
・
楽

し
く
や
ろ
う
」
、
「
お
互
い
に
祝
福
し
あ
う

関
係
を
築
こ
う
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

引
き
続
き
青
山
兄
か
ら
２
０
１
６
年
度

決
算
報
告
、
２
０
１
７
年
度
予
算
案
が
示

さ
れ
了
承
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て

今
後
の
会
計
事
情
を
考
え
る
と
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
対
策
と
し
て
の
信

徒
の
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

ホ
ー
ル
で
は
奉
仕
活
動
グ
ル
ー
プ
の
会

計
報
告
・
活
動
報
告
が
な
さ
れ
幼
児
グ
ル

ー
プ
、
Ｓ
Ｓ
、
子
ど
も
食
堂
等
に
質
問
等

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
教
会
再
編
成
に

関
す
る
エ
リ
ヤ
や
地
域
分
け
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
、
礼
拝
後
の
報
告
の
あ
り
方
、

初
め
て
の
方
へ
の
対
応
の
仕
方
、
教
会
委

員
会
や
委
員
へ
の
意
見
や
連
絡
の
方
法
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
が
持
た
れ
、
引
き
続

き
検
討
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

＜巻頭言より＞  

ここで改めて言うまでもありませんが、タラントンという言葉

は、タレントすなわち賜物＝神からわたしたちに委ねられているも

のを意味しています。 
神は、わたしたちに恐れられ遠ざけられたいとも、またわたした

ちを役に立たない僕として叱責して外に投げ出し、関わりを絶ちた

い、とも考えておられません。神は、人びとの全ての営みと決断の

実りを常に育んでくださっているのです。 
世のすべてのものとともに「一緒に喜んでくれ」とおっしゃるた

めに。主に感謝。 


